
1
面

鎌
倉
朝
日
５
面

鎌
倉
朝
日
４
面

北
鎌
倉
の
臨
済
宗
円
覚

寺
発
行
の
カ
レ
ン
ダ
ー
。

臨
済
宗
円
覚
寺
派
第

２
１
８
世
管
長
横
田
南
嶺
老

師
の
揮
毫
の
書
画
13
作
。

１
月
「
壽
無
量
」、
４
月

「
精
一
杯
生
き
よ
う
　
よ
ろ
こ

ん
で
」、
５
月
「
喫
茶
去こ

」。

６
月
は
「
美
し
い
人
の
美
し

い
心
に
ふ
れ
て
　
こ
こ
ろ
み

だ
さ
ず
生
き
て
ゆ
き
た
い
」

坂
村
真
民
、
７
月
「
来
て
み

れ
ば
森
に
は

森
の
暑
さ
か

な
」、
８
月

「
報
答
父
母

恩
」、
９
月

「
風
月
清
」、

そ
し
て
12
月

は
「
寂

じ
ゃ
く

然ね
ん

」

で
締
め
く
く

ら
れ
る
。
六

曜
表
記
。

喫
茶
去

「
お
茶
を
ど

う
ぞ
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ

い
」
と
人
へ
の
お
も
て
な
し

の
心
や
親
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
持
つ
こ
と
、１
年
を
「
寂

然
」、
心
静
か
に
締
め
く
く
る

こ
と
の
目
標
を
示
唆
し
て
く

れ
る
。

卓
上
タ
イ
プ
で
タ
テ

10
・
５
㎝
×
ヨ
コ
20
・
５
㎝
。

６
０
５
円
（
税
込
）、
境
内

売
店
で
販
売
。
円
覚
寺
☎

０
４
６
７
・
22
・
０
４
７
８

鎌
倉
の
臨
済
宗
建
長
寺

派
大
本
山
建
長
僧
堂
柏
林
室

・
酒
井
泰
玄
老
師
が
揮
毫
し

た
禅
語
を
表
し
た
書
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

「
風
蘭
」
か
ら
始
ま
り
、

１
・
２
月
「
迦か

葉し
ょ

微
笑
」、３
・

４
月
「
花
知
一
様
春
（
花
は

一
様
の
春
を
知
る
）」、
５
・

６
月
「
雲
悠
々
」、
７
・
８
月

「
水
潺せ

ん

々せ
ん

」、
９
・
10
月
「
月

知
明
月
秋
（
月
は
明
月
の
秋

を
知
る
）」、11
・
12
月
の
「
冬

来
春
不
遠
（
冬
来
た
り
な
ば

春
遠
か
ら
じ
）」
で
締
め
く

く
る
。

「
雲
悠
々
水
潺
々
」
は
、

つ
ら
い
猛
暑
に
あ
っ
て
も
、

雲
の
よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と
、

小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
よ
う
に

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
期

に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
作
品

を
掲
載
し
て
い
る
。

１・
２
月
「
舞
楽
面
蘭
陵

王
硯
箱
」
後
藤
齋
宮
作
は
蓋

の
中
央
に
蘭
陵
王
の
舞
楽
面

が
彫
ら
れ
、
金
で
飾
ら
れ
た

硯
箱
。
３・
４
月
「
宝
珠
牡
丹

文
香
合
」
は
優
美
な
牡
丹
文

様
の
香
合
、
５・
６
月
「
糸
目

巻
煙
茶
入
」
三
橋
鎌
岳
作
は
、

側
面
に
横
筋
文
様
が
規
則
的

に
め
ぐ
ら
さ
れ
た
高
さ
12
・

５
㎝
の
背
の
高
い
茶
入
れ
。

７
・
８
月「
菊
文
合
子(

ご

う
す)

」
と
９
・
10
月
「
菊

型
合
子
」
後
藤
齋
宮
作
は
い

ず
れ
も
合
子
。
合
子
と
は
蓋

と
身
が
合
わ
さ
る
直
径
５
，

６
寸
の
器
で
、
香
や
薬
、
薬

味
な
ど
を
入
れ
る
の
に
使
わ

れ
る
。
菊
の
花
の
彫
刻
が

各
々
ち
が
っ
た
文
様
で
施
さ

れ
て
い
る
。
11
・
12
月
「
舞

面
還
城
楽
」
寸
松
堂
　
佐
藤

泰
岳
作
は
舞
楽
面
。

日
本
語
と
英
語
の
解
説

付
き
。
六
曜
表
記
。

タ
テ
69
㎝
×
ヨ
コ
33
㎝
、

１
６
０
０
円
（
税
込
）。
由

比
ガ
浜
の
鎌
倉
彫
工
芸
館

と
小
町
２
丁
目
の
鎌
倉
彫

会
館
な
ど
で
販
売
。
伝
統

鎌
倉
彫
事
業
協
同
組
合
☎

０
４
６
７
・
23
・
０
１
５
４

　
鎌
倉
市
観
光
協
会
の
２
０

２
６
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、

今
回
26
作
目
と
な
り
、
デ
ザ

イ
ン
を
一
新
し
、
掲
載
写
真

の
撮
影
場
所
を
地
図
付
き
で

紹
介
す
る
な
ど
「
鎌
倉
に
行

き
た
く
な
る
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
目
指
し
た
と
い
う
。

　
市
内
で
撮
影
さ
れ
た
「
鎌

倉
」
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
５
の

入
賞
作
品
が
表
紙
を
飾
り
、

観
光
協
会
主
催
行
事
な
ど
、

季
節
感
の
あ
る
写
真
を
掲
載

し
、
恒
例
の
花
暦
を
巻
末
に

ま
と
め
た
。

　
１
・
２
月
は
材
木
座
海
岸

の
「
潮
神
楽
」（
山
本
拓
司

さ
ん
撮
影
）、７
・
８
月
の「
久

し
ぶ
り
だ
の
～
」（
佐
藤
ス

ス
ム
さ
ん
）
は
一
の
鳥
居
を

入
れ
て
鎌
倉
花
火
大
会
を
写

し
、
11
・
12
月
の
「
突
然
の

雨
」（
小
嶋
典
生
さ
ん
）
で

材
木
座
海
岸
の
夕
暮
れ
。
い

ず
れ
も
「
鎌
倉
」
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
５
―
ぜ
～
ん
ぶ
鎌
倉

―
の
入
賞
作
品
が
採
用
さ
れ

た
。
ほ
か
静
の
舞
や
妙
法
寺

の
苔
庭
、
鎌
倉
薪
能
な
ど
鎌

倉
な
ら
で
は
の
風
景
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
。

　
文
字
は
見
や
す
い
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
書
体
を

使
用
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
配
慮

し
て
植
物
油
イ
ン
ク
を
使
っ

た
環
境
に
や
さ
し
い
カ
レ
ン

ダ
ー
。
六
曜
や
鎌
倉
市
内
の

寺
社
の
花
暦
も

掲
載
し
て
い
る

の
で
、
計
画
立

て
や
散
策
・
観

光
に
役
立
ち
、

鎌
倉
土
産
に
し

て
も
喜
ば
れ
る
。

　
Ｂ
４
判
（
見

開
き
Ｂ
３
サ
イ

ズ
）、
１
３
２
０

円
（
税
込
）。

同
協
会
事
務
所

（
鎌
倉
駅
西
口
）

や
鎌
倉
市
内
の

書
店
な
ど
で
販

売
。STORES

「
か
ま
く
ら
ぐ
っ

ず
」（
オ
ン
ラ

イ
ン
ス
ト
ア
）

で
も
。
同
協
会

☎
０
４
６
７
・

23
・
３
０
５
０

湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
は
今

年
３
月
、
開
業
55
周
年
を
迎

え
、「
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
開

業
55
周
年
記
念
「
２
０
２
６

年
カ
レ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
今
年
９
回

目
で
、
テ
ー
マ
は
「
湘
南

モ
ノ
レ
ー
ル
と
、
そ
の
風

景
」。
カ
レ
ン
ダ
ー
の
表
紙

と
２
０
２
５
年
12
月
か
ら

２
６
年
12
月
ま
で
入
賞
作
品

14
点
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

表
紙
の
「
頭
上
を
越
え

て
」（
三

田
村
裕
さ

ん
）
の
作

品
は
最
優

秀
賞
を
受

賞
。「
ギ
ラ

ギ
ラ
と
夏

の
日
差
し

が
照
り
つ

け
る
午
後
、

木
々
の
葉

の
間
か
ら

日
の
光
が

漏
れ
て
そ

の
下
を
モ
ノ
レ
ー
ル
が
通
り

過
ぎ
る
情
景
が
と
て
も
素
敵

で
撮
っ
た
」
と
い
う
。

25
年
12
月
の
「
ト
ワ
イ

ラ
イ
ト
」（
和
久
田
学
さ
ん
）

と
、
１
月
「
日
本
晴
れ
！
」

「
江
ノ
電
（
え
の
で
ん
）」

と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る

江
ノ
島
電
鉄
は
、
１
９
０
２

（
明
治
35
）
年
９
月
１
日 

藤

沢
―
片
瀬
（
現
・
江
ノ
島
）

間
を
開
業
し
た
。
以
来
、

１
２
０
余
年
、
地
域
の
公
共

機
関
と
し
て
住
民
生
活
に
溶

明
日
へ
の
希
望
、
日
々
の
道
し
る
べ
に

　

２
０
２
６
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー

　
古
都
写
真
家
・
原
田
寛
さ

ん
が
撮
影
か
ら
印
刷
指
示
ま

で
す
べ
て
監
修
す
る
完
全
オ

リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
は

「
鎌
倉
彩
光
」。

　
表
紙
は
本
覚
寺
の
カ
ワ
ズ

ザ
ク
ラ
の
ピ
ン
ク
が
彩
り
、

１
月
の
「
妙
本
寺
雪
」
は
白

銀
の
風
景
、
３
月
「
龍
寶
寺

レ
ン
ギ
ョ
ウ
」、
５
月
「
片

瀬
西
浜
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
」、

６
月
「
長
谷
寺
ア
ジ
サ
イ
」、

８
月
「
成
福
寺
サ
ル
ス
ベ

リ
」、
と
溢
れ
ん
ば
か
り
の

花
で
彩
ら
れ
た
風
景
。
11
月

の
「
名
越
切
通
サ
ザ
ン
カ
」

は
花
を
手
前
に
富
士
山
を
望

み
、
12
月
の
「
江
の
島
『
湘

南
の
宝
石
』」
は
江
の
島
の

夜
景
で
、
撮
影
場
所
が
気
に

な
る
と
こ
ろ
。

　
原
田
さ
ん
は
11
月
に
「
富ふ

嶽が
く

写
景
」
と
題
し
て
、
鎌
倉

か
ら
見
ら
れ
る
富
士
山
と
海

に
着
目
し
た
写
真
展
を
開
い

た
。
奈
良
・
京
都
・
鎌
倉
の

３
大
古
都
の
撮
影
を
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
す
る
中
で
、
鎌

倉
の
最
大

の
特
徴
は

富
士
山
と

海
で
、
そ

れ
が
鎌
倉

の
魅
力
で

あ
る
と
い

う
。

　
六
曜
表

記
対
応
、

巻
末
に

「
鎌
倉
の

四
季
花
巡

り
」
も
掲

載
。
Ｂ
４
判
（
見
開
き
Ｂ
３

サ
イ
ズ
）、１
７
６
０
円
（
税

込
）。
書
店
や
通
販
サ
イ
ト

で
購
入
で
き
る
が
、
星
月
写

真
企
画
で
は
直
筆
サ
イ
ン
入

り
を
販
売
。
☎
０
４
６
７
・

27
・
８
８
２
１

　
逗
子
市
観
光
協
会
が
２
０

１
９
年
か
ら
作
成
し
て
い
る

「
逗
子
旅
カ
レ
ン
ダ
ー
」。

　
２
０
２
６
年
版
は
、
逗
子

市
か
ら
望
む
四
季
折
々
の
美

黎
し
い
富
士
山
の
写
真
で
構

成
。
撮
影
は
逗
子
在
住
・
日

本
自
然
科
学
写
真
協
会
所
属

の
礒
貝
高
弘
さ
ん
。

　
１
月
の
「
黎れ

い

明め
い

」
は
長

柄
桜
山
古
墳
群
第
１
号
墳
か

ら
み
た
江
の
島
と
富
士
山
の

神
々
し
い
風
景
。
２
月
「
綿

雲
」（
小
坪
飯
島
公
園
）、
３

月「
萌
芽
」（
旧
郷
土
資
料
館
）、

４
月
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
冨
士
」

５
月
「
薫
風
」・
８
月
「
蒼
海
」

（
い
ず
れ
も
大
崎
公
園
）、
と

息
を
の
む
よ
う
な
富
士
山
の

絶
景
。
９
月
「
茜
雲
」
の
逗

子
海
岸
の
夕
景
も
す
ば
ら
し

い
。
10
月
「
冠
雪
」・
11
月
「
暮

秋
」
と
雪
化
粧
し
た
富
士
山

が
見
ら
れ
る
。

　
写
真
に
魅
せ
ら
れ
て
す

ぐ
に
で
も
そ
の
撮
影
場
所
に

行
っ
て
み
た
い
気
分
に
な
る
。

そ
の
写
真
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
季
節
を
表
す
２
文
字
熟

語
に
情
趣
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
Ａ
３
判
、
５
百
円
（
税

込
）。
逗
子
市
役
所
内
の
同

会
で
販
売
。逗
子
市
観
光
協
会

☎
０
４
６
・
８
７
３
・
１
１
１
１

鎌
倉
市
在
住
の
野
の
花

画
家
・
阿
見
み
ど
り
さ
ん
の

米
寿
記
念
自
撰
画
12
カ
月
の

花
の
カ
レ
ン
ダ
ー
。

万
葉
集
に
詠
ま
れ
て
い

る
野
の
花
を
水
彩
で
描
き
、

万
葉
歌
を
添
え
て
い
る
。

１
月
は
ツ
バ
キ
。「
河
の

上
の
つ
ら
つ
ら
椿
つ
ら
つ
ら

に
見
れ
ど
も
飽
か
ず
巨
勢
の

春
野
は
　
春
日
蔵お

び

首と

老ゆ

」
の

歌
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
５

月
は
シ
ョ
ウ
ブ
。「
霍ほ

と

公と
ぎ

鳥す

厭い
と

ふ
時
無
し
菖
あ
や
め

蒲ぐ
さ

　
蘰か
づ
ら

に
せ

む
日
比こ

ゆ
鳴
き
渡
れ
　
よ
み

び
と
知
ら
ず
」。
６
月
は
ア

ジ
サ
イ
。「
紫
陽
花
の
八
重

咲
く
如
く
弥
つ
代
に
を
い
ま

せ
わ
が
背
子
見
つ
丶
偲
は
む

　
橘
諸も

ろ

兄え

」、
12
月
は
ア
シ

と
ツ
ル
「
若
の
浦
に
潮
満
ち

く
れ
ば
潟わ

た

を
無
み
葦
辺
を
さ

し
て
鶴た

づ

鳴
き
渡
る
」
と
、
月

ご
と
に
野
の
花
が
繊
細
な
筆

遣
い
と
や
さ
し
い
色
彩
で
描

か
れ
て
い
て
、
添
え
ら
れ
た

歌
も
味
わ
い
深
い
。

和
紙
を
使
用
し
、
六
曜
表

記
あ
り
、
意
訳
・
英
訳
付
き
。

Ａ
４
判
の
額
絵
カ
レ
ン
ダ
ー

は
、
１
６
５
０
円
（
税
込
）。

ミ
ニ
カ
レ
ン
ダ
ー
は
タ

テ
２
１
０
㎜
×
ヨ
コ
１
０
０

㎜
、
１
１
０
０
円
（
税
込
）。

銀
の
鈴
社
☎
０
４
６
７
・

61
・
１
９
３
０

　
障
害
者
の

就
労
支
援
を

目
的
に
活
動

す
る
特
定
非

営
利
活
動
法

人
「
道
」
が

運
営
す
る

障
害
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事

業
所
「
道
工

房
」
で
は
、

障
害
の
有
無

に
関
係
な
く

ア
ー
ト
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
会
員

た
ち
が
「
明
る
く
・
楽
し
く
・

美
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
独

創
性
あ
ふ
れ
る
制
作
に
取
り

組
み
、
毎
年
カ
レ
ン
ダ
ー
を

作
製
し
て
い
る
。

　
ま
ち
や
森
の
風
景
画
、
小

鳥
や
植
物
の
絵
な

ど
、
豊
か
な
感
受

性
と
や
さ
し
さ
が

あ
ふ
れ
、「
ほ
っ
こ

り
」
す
る
洋
画
・
ち
ぎ
り
絵

な
ど
12
点
を
集
め
た
。
巻
末

に
２
０
２
４
年
度
の
受
賞
・

入
賞
作
品
の
紹
介
も
。

　
見
開
き
Ａ
３
判
、
９
０
０

円
（
税
込
）。
若
宮
大
路
の

道
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
島
森
書
店
、

有
隣
堂
藤
沢
店
、
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
販
売
。

収
益
は
同
工
房
通
所
者
に
還

元
。
道
工
房
☎
０
４
６
７
・

23
・
８
７
７
２

　
鎌
倉
在
住
の
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
伊
東
雅
江
さ
ん
に

よ
る
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
。
鎌

倉
近
郊
の
名
所
や
建
築
物
が

12
カ
月
を
彩
り
、
鎌
倉
の
新

し
い
発
見
が
で
き
る
。

イ
ラ
ス
ト
の
解
説
文(

「
か

ま
く
ら
茶
話
」)

付
き
。
タ

テ
10
・
５
㌢
×
ヨ
コ
14
・
８

㌢
、１
３
２
０
円
（
税
込
み
）。

　
12
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
鎌
倉

市
川
喜
多
映
画
記
念
館
、
た

ら
ば
書
房
、
一
翆
堂
な
ど
で

販
売
。

　「
フ
レ
ン
ズ
オ
ブ
カ
マ
ク

ラ
・
台
峯
」
が
作
製
し
た
カ

レ
ン
ダ
ー
。

　
同
会
（
台
峯
を
歩
く
会
）

は
、
２
０
０
１
年
12
月
に
台

峯
緑
地
保
全
の
た
め
設
立
。

毎
月
第
１
木
曜
日
に
活
動
し

て
い
る
。

　
鎌
倉
在
住
の
自
然
観
察
指

導
員
・
池
英
夫
さ
ん
が
台
峯

の
自
然
を
撮
影
し
た
13
枚
の

写
真
で
構
成
。

表
紙
は
キ
ア
シ
シ
ギ
。
ハ
イ

タ
カ
、
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
、

キ
ョ
ウ
ジ
ョ
シ
ギ
や
ミ
ヤ
コ

ド
リ
な
ど
の
野
鳥
、
夜
光
虫

や
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
、
イ
チ
モ
ン

ジ
セ
セ
リ
な
ど
の
昆
虫
が
里

山
の
自
然
の
中
で
生
き
生
き

と
息
づ
く
姿
が
写
し
出
さ
れ

て
い
る
。

　
千
円
（
税
込
）。
申

し
込
み
は
市
川
さ
ん
☎

０
９
０
・
６
１
０
２
・
２
８
２
８ 

ichikawa_kam
akura@

nifty.com

　
藤
沢
市
藤
澤
浮
世
絵
館
が

作
成
。

　
弁
財
天
を
描
い
た
歌
川
国

芳
の
浮
世
絵
を
片
面
に
、
も

う
片
面
に
江
の
島
か
ら
望
む

富
士
山
を
描
い
た
歌
川
広
重

の
浮
世
絵
を
あ
し
ら
っ
た
両

面
カ
レ
ン
ダ
ー
。 

　

　
１
～
６
月
は
歌
川
国
芳

(

１
７
９
８
～
１
８
６
１
年)

の
「
題
名
不
詳
（
弁
財
天
）」

で
、弁
財
天
が「
産
後
寿
」「
し

ゆ
つ
せ
（
出
世
）
を
松
」「
よ

の
な
か 

ほ
ど
の
葭よ
し

」「
繁
昌

の
商

し
ょ
う

梅ば
い

」
の
め
で
た
い
木
々

を
育
て
て
い
る
図
。「
江
の

島
へ
　
百
味
を
か
け
て
　
た

つ
（
辰
）
の
日
の
　
あ
す
は

み
（
巳
）
に
な
る
　
金
や
入

る
ら
ん
」
と
歌
が
添
え
ら
れ

て
い
る
。

　
７
～
12
月
は
歌
川
広
重

(

１
７
９
７
～
１
８
５
８
年)

の
「
冨
士
三
十
六
景
　
相
模

江
之
島
入
口
」。
広
重
が
最
晩

年
に
制
作
し
た
揃

そ
ろ
い

物も
の

の
一
つ
。

江
の
島
の
鳥
居
（
青
銅
鳥
居
）

の
先
に
富
士
山
が
描
か
れ
て

い
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
よ

う
に
富
士
山
は
見
え
な
い
の

で
、
め
で
た
い
景
色
と
す
る

た
め
の
構
図
と
い
う
。

　
Ａ
２
縦
型
、
４
０
０

円
．
藤
澤
浮
世
絵
館
☎
０
４

６
６
・
33
・
０
１
１
１

　「
鎌
倉
峯
山
の
会
」
が
作

製
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
の
３
作

目
。

　
同
会
は
、
２
０
１
７
年
か

ら
峯
山
（
標
高
98
ｍ
）
と
常

盤
山
緑
地
周
辺
の
山
桜
の
保

護
や
散
策
路
の
整
備
を
行
っ

て
い
る
。
青
空
保
育
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
の
活
動
も
行

い
、
山
仕
事
の
楽

し
さ
、
里
山
の
魅

力
な
ど
を
伝
え
て

い
る
。

　
峯
山
の
花
木
や

風
景
の
ス
ケ
ッ
チ

画
12
点
で
構
成
し
た
６
カ
月

カ
レ
ン
ダ
ー
。
１
月
は
峯
山

か
ら
見
る
正
月
の
富
士
山
。

絵
に
描
か
れ
た
場
所
の
説
明

も
あ
り
、
峯
山
散
策
の
参
考

に
な
る
。

　
千
円
（
税
込
）。
来
年
分

は
完
売
。
問
い
合
わ
せ
吉
田

さ
んzeng@my.zaq.jp

１
月
「
玉
井
」
に
始
ま
り
、

２
月
「
室
君
」、
３
月
「
吉

野
静
」、
４
月
「
屋
島
」、
５

月「
杜
若
」、７
月「
船
辯
慶
」、

８
月
「
井
筒
」、９
月
「
三
輪
」

12
月
「
葛
城
」
な
ど
お
な
じ

み
の
能
の
名
場
面
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

見
応
え
あ
る
能
面
や
豪

華
絢
爛
な
衣
装
で
シ
テ
を
演

じ
る
の
は
同
能
舞
台
主
宰
の

中
森
貫
太
さ
ん
と
、
健
之
介

さ
ん
親
子
。

　
六
曜
表
記
対
応
。
能

と
狂
言
に
つ
い
て
英
文
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

見
開
き
Ａ
３
判
、

１
５
０
０
円
（
税
込
）。

鎌
倉
能
舞
台
で
は
年
に

数
回
「
能
を
知
る
会
」
の
定

期
公
演
を
行
っ
て
い
る
。
年

明
け
は
１
月
24
日
に
鎌
倉
公

演
。問

い
合
わ
せ
鎌
倉
能
舞

台
　
鎌
倉
市
長
谷
３
―
５

―
13
☎
０
４
６
７
・
22
・

５
５
５
７

鎌
倉
・
逗
子
の
四
季

鎌　
　

倉

鎌

倉

彩

光

　  

逗
子
旅
カ
レ
ン
ダ
ー

　
　
　
２
０
２
６
「
馬
」

湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル

江
ノ
電
カ
レ
ン
ダ
ー

鎌
倉
の
伝
統
文
化

高
僧
の
書
と
禅
語
な
ど

ア
ー
ト
作
品

万
葉　

野
の
花

天 

下 

禅 

林

ほ
っ
こ
り
ア
ー
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

鎌
倉
能
舞
台

　

鎌
倉
・
一
瞬
の
輝
き

　
　
　
　
　
―
季
節
の
贈
り
物

藤
澤
浮
世
絵
館
カ
レ
ン
ダ
ー

里
山
カ
レ
ン
ダ
ー

か
ま
く
ら
カ
レ
ン
ダ
ー

鎌
倉
彫
カ
レ
ン
ダ
ー

清
　
　
樂

暮
ら
し
と
と
も
に

里
山
の
自
然

（
三
浦
星
夢
さ
ん
）
に
は
富

士
山
の
姿
、
２
月
「
Ｖ
字
モ

ノ
レ
ー
ル
」桑
原
浩
幸
さ
ん
、

３
月「
丸
目
の
ラ
ス
ト
ラ
ン
」

　（
保
坂
大
樹
さ
ん
）、
４
月

「
桜
に
思
い
を
寄
せ
て
」（
花

嶋
祐
治
さ
ん
）、
５
月
「
竹

林
を
映
し
て
」　
中
根
伸
博

さ
ん
）、
６
月
「
山
を
登
る
」

（
吉
岡
拓
哉
さ
ん
）
と
、
躍

動
感
の
あ
る
モ
ノ
レ
ー
ル
の

姿
を
捉
え
て
い
る
。

７
月
「
残
照
に
走
る
」（
橘

　
正
敏
さ
ん
）
は
夕
日
を
受

け
た
大
船
観
音
、８
月
の
「
悠

久
の
街
を
見
下
ろ
し
て
」　

（
服
部
禎
仁
さ
ん
）
は
街
の

向
こ
う
に
海
、
９
月
の
「
未

来
を
見
守
る
レ
ー
ル
―
湘
南

深
沢
」（
三
木
啓
司
さ
ん
）
は
、

湘
南
深
沢
に
新
し
い
街
の
姿

を
想
い
描
い
た
。
10
月
「
紅

葉
の
終
着
駅
」（
馬
場
博
之
さ

ん
）
は
江
の
島
駅
の
み
ご
と

な
イ
チ
ョ
ウ
紅
葉
、11
月
「
秋

色
の
沿
線
、
斜
光
線
に
輝
く
」

（
林
亮
一
さ
ん
）、
12
月
「
輝

跡
の
上
で
」（
三
浦
義
明
さ

ん
）
は
夜
景
。
ど
れ
も
風
景

の
中
に
モ
ノ
レ
ー
ル
を
巧
み

に
写
し
込
ん
で
い
る
。

六
曜
表
記
入
り
、
見
開

き
Ａ
３
判
、
８
０
０
円
（
税

込
）。
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
☎

０
４
６
７
・
45
・
３
１
８
１

2025 年のカレンダー

　「
鎌
倉
」
を
５
人
、「
能
」
を
10
人
に
。
往

復
ハ
ガ
キ
に
希
望
カ
レ
ン
ダ
ー
名
と
鎌
倉
朝

日
の
感
想
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
１
面
題
字
下
の
住
所
の
鎌
倉

朝
日
へ
。
12
月
８
日
消
印
有
効
。
多
数
抽
選
。

「
時
代
を
め

ぐ
る
江
ノ
電
」

を
テ
ー
マ
に
、

１
９
８
０
年
か

ら
２
０
２
５
年

の
江
ノ
電
の

写
真
を
、
表
紙

と
毎
月
１
枚
の

13
枚
で
構
成
し
た
カ
レ
ン

ダ
ー
。

表
紙
に
は
、
茶
色
と
ク

リ
ー
ム
色
の
「
チ
ョ
コ
電
」、

７
月
の
昭
和
の
祭
り
風
景
に

は
、
神
輿
と
江
ノ
電
が
写
っ

て
い
る
。
絵
は
が
き
と
し
て

も
使
え
る
。

９
９
０
円
（
税
込
）。
　

江
ノ
電
主
要
駅
や
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
販
売
。

江
ノ
電
エ
リ
ア
サ
ー

ビ
ス
☎
０
４
６
６
・
23
・

２
３
５
１

江
ノ
電
卓
上
フ
ォ
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

け
込
む
と
と
も
に
、
観
光
客

に
も
愛
さ
れ
て
い
る
。

江
ノ
電
の
カ
レ
ン
ダ
ー

は
、
今
年
で
15
作
目
。
藤
沢

市
に
ア
ト
リ
エ
を
も
つ
画
家

湯
浅
誠
さ
ん
が
描
く
江
ノ
電

沿
線
の
四
季
折
々
の
風
景
画

７
点
で
構
成
し
て
い
る
。

表
紙
は
、「
タ
ン
コ
ロ
」
と

し
て
昭
和
に
活
躍
し
た
１
０
８

号
車
か
ら
現
在
活
躍
中
の
人

気
の
３
０
５
号
車
ま
で
江
ノ

電
の
車
両
が
勢
ぞ
ろ
い
。

１
・
２
月
「
初
詣
日
和  

龍
口
寺
前
　
新
春
の
装
い
、

賑
や
か
な
電
車
通
り
」、
３
・

４
月
「
花
影
の
駅
　
極
楽
寺

駅
　
春
を
運
ぶ
緑
の
電
車
」、

９
・
10
月
「
光
の
岸
辺
　
秋

を
彩
る
江
の
島
花
火
大
会
」、

11
・
12
月
「
黄
昏
の
小
動
岬

そ
び
え
た
つ
富
士
、
江
ノ
電

風
景
」
な
ど
、
四
季
の
移
ろ

い
の
中
で
行
き
交
う
人
々
の

姿
と
江
ノ
電
、
街
並
み
や
自

然
の
風
景
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
描
か
れ
て
い
る
。

六
曜
を
表
記
し
、
鎌
倉
・

藤
沢
の
年
中
行
事
も
掲
載
。

Ａ
２
判
、
１
３
０
０
円

（
税
込
）。
江
ノ
電
グ
ッ
ズ

シ
ョ
ッ
プ
藤
沢
・
江
ノ
島
・

鎌
倉
、
江
ノ
電
駅
窓
口
　
鎌

倉
駅
、江
ノ
電
バ
ス
案
内
所
、

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

で
販
売
。

＊
愛
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

静
か
に
、
心
地
よ
い
涼
の
世

界
へ
入
る
と
い
う
禅
語
。
日

常
生
活
の
ヒ
ン
ト
に
。

現
代
語
表
記
が
添
え
ら

れ
、
月
ご
と
の
同
寺
の
行
事

予
定
も
記
載
。
書
は
台
紙
か

ら
取
り
外
し
て
墨
書
作
品

と
し
て
飾
る
こ
と
も
で
き

る
。
六
曜
表
記
。
タ
テ
73
㎝

×
ヨ
コ
31
㎝
。
１
５
０
０
円

（
税
込
み
）。
総
門
左
側
の
朱

印
所
で
販
売
。
建
長
寺
☎

０
４
６
７
・
22 

・
０
９
８
１
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